
黒
自
系
統
の
爾
眼
視
現
象
に
っ
き
て

黒
　
田
　
　
源
　
次

　
予
は
爾
眼
親
現
象
を
雨
眼
刺
戟
の
内
容
に
由
少
て
三
つ
の
潮
合
に
雇
別
せ
ん
と
欲
す
。
　
一
は

輪
廓
を
含
ま
ざ
る
黒
、
白
、
次
色
の
刺
戟
を
用
う
る
言
合
（
註
一
）
．
二
は
輪
廓
を
含
ま
ざ
る
色
彩
刺
戟

を
敵
う
る
場
合
。
　
三
は
黒
、
白
叉
は
色
彩
に
由
る
輪
廓
を
用
う
る
口
合
。
　
而
し
て
予
が
莚
に
記
述

せ
ん
と
欲
す
る
も
の
は
既
第
同
の
揚
合
な
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
ノ

　
輪
廓
を
含
ま
ざ
る
黒
叉
は
臼
の
爾
眼
親
を
攻
究
す
る
に
當
ウ
て
も
、
軍
国
が
一
同
一
な
る
條
件

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
で
＼

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

の
下
に
置
か
れ
た
る
揚
合
と
、
二
、
相
異
る
尊
卑
の
下
に
置
か
れ
だ
る
揚
合
と
を
匠
別
す
る
を
要
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

（
謎
二
）
。
蓋
、
此
二
者
は
全
く
相
異
る
爾
至
親
現
象
を
生
起
す
る
こ
と
可
能
な
れ
ば
な
ム
。

1549

　
　
　
画
　
同
一
條
件
の
下
に
於
け
る
白
・
茨
色
及
び
黒
の
爾
眼
視

　
イ
自
の
爾
眼
競
。

（　
露
草
と
竜
に
輪
廓
な
き
臼
を
見
、
自
、
の
雨
景
観
を
生
ず
る
と
き
は
、
臼
の

　
　
　
　
黒
白
系
統
の
爾
膿
醗
現
象
に
つ
き
て

一
眼
親
印
象
と
比
較
し

　
　
囚
一



　
　
　
　
　
哲
學
研
，
究
　
第
三
十
四
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

四
二

謝
て
如
何
な
る
相
違
を
呈
す
る
か
。

1

　
　
此
問
題
の
解
答
に
就
て
は
血
眼
視
印
象
を
一
眼
視
印
象
よ
う
も
閉
度
大
な
参
と
な
す
竜
の
及

　
び
爾
印
象
の
四
度
を
同
一
な
ウ
と
な
す
二
反
封
説
の
封
評
す
る
を
見
る
。
前
詮
を
執
れ
る
も
の

　
に
は
㍉
霞
置
頃
蟄
羅
雪
踏
8
亨
。
ポ
匪
燭
げ
Φ
答
、
後
説
を
持
す
る
竜
の
に
は
国
Φ
誌
β
α
Q
い
U
雲
．
憩
。
⇔
あ
う
。
．

　
、
、
廟
喜
は
爾
眼
観
と
一
眼
視
と
の
明
度
差
異
を
約
瑠
な
套
と
い
ひ
（
註
三
）
寡
議
は
薄
れ
を
脚
乃

　
　
ユ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヒ
む

　
至
／
1
（
註
四
）
．
＜
・
副
】
巴
器
は
1
1
以
下
な
O
と
な
す
（
註
五
）
。

　
　
－
　
　
　
　
F
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
l

　
　
U
鐸
ぽ
蛮
野
客
も
醐
隈
を
遮
閉
す
る
と
き
は
、
他
眼
の
光
度
威
畳
が
滅
賜
す
る
こ
と
を
認
め
、
其
原

因
を
醸
を
閉
つ
る
際
譲
る
瞳
孔
張
開
饗
奮
と
な
と
幾
は
護
覗
の
瞳
孔
径
甚

乃
薦
に
當
る
と
な
し
な
（
註
六
）
．

　
・
》
書
。
詳
屠
。
｝
一
霞
の
論
述
は
一
眼
親
野
の
明
度
が
爾
眼
視
野
の
そ
れ
に
比
し
て
劣
る
こ
と
を
認

　
む
る
竜
．
光
鹿
大
な
る
刺
戟
に
封
し
て
は
寧
ろ
三
差
異
な
き
を
主
張
せ
ん
と
す
る
も
の
な
ウ
。

　
　
》
β
げ
Φ
落
の
詳
察
に
由
れ
ば
一
眼
を
閉
ぢ
於
る
爲
に
起
る
覗
野
の
明
度
減
少
，
は
誓
う
明
る
か
ら

　
ざ
る
日
光
申
に
非
ざ
れ
ば
起
ら
ず
。
二
二
を
凝
競
し
だ
る
場
合
に
は
起
ら
ず
。
丁
令
幾
分
起
ウ

　
尤
ウ
と
す
る
も
極
小
な
れ
ば
殆
ん
ど
二
化
な
し
と
言
ふ
竜
可
な
う
と
（
註
七
）
。
而
し
て
．
レ
昌
①
詳
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

　
測
定
し
得
禿
る
朋
度
減
少
の
程
度
は
約
／
1
に
達
せ
う
（
二
八
）
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1



旗
　
　
唇
Φ
◎
ぎ
霞
　
の
記
．
載
は
次
の
如
し
。
『
吾
人
が
天
子
を
眺
め
叉
は
自
か
土
色
の
面
を
見
る
星
合
に

1

　
　
一
二
を
塞
げ
ば
即
隠
に
面
上
に
陰
影
を
生
ず
つ
　
但
注
意
乏
し
－
き
観
察
者
に
は
多
く
看
」
過
せ
ら
る
。

　
予
が
此
實
験
を
行
へ
る
三
十
人
静
の
内
四
人
は
之
を
認
む
る
こ
と
能
は
ず
。
・
：
：
：
予
自
身
の
観

　
察
に
由
れ
ば
一
眼
を
掩
へ
る
瞬
間
に
生
じ
た
る
輕
微
な
る
陰
騰
は
少
し
く
し
か
竜
極
あ
て
・
蓮
か

　
に
明
る
く
な
る
を
見
る
。
：
：
：
然
し
な
が
ら
、
か
く
再
び
明
る
く
な
ウ
だ
る
後
と
錐
、
爾
眼
に
て
見

　
π
る
に
比
す
、
れ
ば
哺
眼
の
方
や
、
、
明
る
さ
劣
る
如
く
滅
ず
。
此
問
題
に
就
て
予
が
質
問
し
直
る

　
Φ
幣
乱
塾
ポ
罰
。
や
く
・
・
］
】
書
叢
ζ
諸
氏
の
回
答
は
何
等
衝
の
如
き
明
度
回
蹄
を
認
め
ざ
う
き
。
　
辺
長
ぶ

　
に
一
国
を
掩
ム
爲
に
起
る
雨
眼
の
瞳
、
孔
散
大
（
是
予
の
観
察
し
π
る
現
象
の
原
因
な
る
べ
く
考
へ

　
ら
る
㌦
竜
の
菰
る
が
）
が
上
述
諸
氏
に
於
て
は
予
よ
ム
毛
も
甚
蓮
か
に
行
は
る
＼
に
由
る
も
の
な
る

　
べ
し
。
　
次
に
一
眼
を
掩
へ
る
手
を
取
う
除
く
時
は
急
に
明
る
く
な
る
が
群
僚
も
無
く
暗
く
な
る
。

　
こ
れ
恰
竜
哺
眼
を
塞
ぎ
π
る
際
に
急
に
暗
く
な
う
て
叉
明
る
く
な
る
と
一
般
な
う
。
而
竜
明
る

　
く
な
る
ζ
と
は
極
め
て
蓮
蓮
に
経
過
す
る
閃
光
と
し
て
威
ず
。
此
現
象
の
遅
明
は
今
棲
で
開
き

　
π
る
眠
・
は
疲
平
し
居
る
に
反
し
．
掩
ひ
π
る
眼
は
威
受
性
大
な
ゑ
と
い
ふ
事
情
に
本
つ
く
可
し
。

　
而
し
て
閉
、
ぢ
．
だ
、
る
眼
を
開
ぐ
ど
き
明
る
く
な
る
現
象
が
、
…
眼
を
閉
ぢ
π
る
場
合
に
明
る
く
な
る

　
現
象
よ
う
も
遙
に
著
し
く
域
ぜ
ら
る
＼
理
由
は
蚊
に
存
す
る
こ
と
疑
ふ
，
可
ら
ず
。
さ
れ
ば
一
眼

　
　
　
　
　
無
漏
系
統
の
雨
眼
親
現
象
に
つ
き
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
島
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蹴
　
叉
は
爾
眼
を
使
用
す
る
際
に
於
け
る
明
度
差
異
の
極
め
て
微
細
な
る
理
由
は
二
重
な
ウ
と
云
ふ

1
　
幽
く
、
一
眼
野
曝
の
際
に
は
閉
ざ
さ
れ
た
る
眼
の
み
な
ら
ず
、
開
け
る
方
の
眼
も
瞳
孔
散
大
し
、
遺
し

　
．
て
一
方
の
眼
を
掩
ひ
π
る
こ
と
に
由
う
て
起
る
侵
入
光
線
の
減
少
は
他
眼
の
瞳
孔
散
大
に
由
う

　
て
起
る
侵
入
光
線
の
増
加
に
由
垂
て
幾
分
補
充
せ
ら
れ
、
明
度
差
異
は
輕
微
な
が
ら
存
す
る
か
、
或

　
は
窮
ろ
多
撒
の
入
に
於
て
は
完
全
に
補
禿
せ
ら
れ
て
其
差
異
を
認
め
ぎ
る
に
至
る
も
の
な
る
べ

　
し
（
註
九
及
一
〇
）
。

　
　
国
Φ
影
ぎ
ぎ
も
亦
曰
く
『
若
し
吾
人
が
一
眼
を
閉
ぢ
他
眼
を
以
て
印
刷
せ
る
一
葉
の
豆
蔦
を
見
る

　
と
き
は
軍
に
文
字
と
白
紙
と
を
尊
墨
に
見
る
の
み
に
し
て
其
事
野
の
頂
く
な
る
乙
と
を
認
め
ず
。

　
即
ち
一
眼
の
疇
黒
は
他
誌
の
明
自
と
混
ず
る
竜
の
に
非
ず
し
て
、
何
等
他
眼
印
象
に
影
響
を
及
ぼ

　
す
こ
と
無
き
を
知
る
べ
き
な
も
』
と
（
註
一
一
）
。

　
　
閏
Φ
言
σ
Q
に
至
う
て
は
其
説
明
最
簡
明
な
う
。
同
一
．
性
質
の
各
一
眼
色
彩
（
黒
自
を
竜
含
む
）
が
混

　
合
せ
ら
れ
禿
る
立
合
に
は
其
合
成
果
は
依
然
同
一
性
質
を
有
す
る
色
彩
な
う
。
自
き
面
は
爾
眼

　
を
以
て
見
る
竜
旧
眼
を
以
て
見
る
竜
明
る
き
に
相
違
涌
し
。
　
皿
眼
を
全
く
閉
せ
ば
着
眼
は
観
野

　
に
何
等
の
働
な
く
除
外
せ
ら
る
」
の
み
。
開
け
る
眼
と
閉
せ
る
眼
と
の
共
通
立
野
に
寄
興
す
る

　
割
合
は
H
”
O
の
比
な
ケ
。
　
勿
論
、
此
揚
合
に
は
適
當
な
る
事
情
の
下
に
於
て
は
閉
せ
る
眼
の
個
有



　
黒
血
σ
Q
Φ
桑
畠
蓄
旨
が
親
野
翻
争
を
起
す
。
適
當
な
る
事
情
と
は
開
け
る
眼
の
網
膜
を
輪
廓
を
以
て

　
刺
戟
せ
ざ
る
こ
と
に
し
て
、
此
場
合
に
は
自
は
時
々
黒
影
と
重
な
う
合
ふ
。
こ
れ
閉
せ
る
眼
の
個

　
有
黒
が
週
期
的
に
卓
越
す
る
が
歪
な
ウ
（
識
一
二
）
。
而
し
て
如
上
の
見
地
に
本
づ
き
て
　
国
Φ
該
。
σ
Q

　
は
爾
眼
網
膜
補
足
配
置
法
期
U
霧
Q
＄
Φ
貯
審
ψ
ざ
彪
》
δ
膨
ぎ
曾
響
。
診
践
8
誌
び
⑩
一
自
㊦
奮
三
σ
g
霞
2
Φ
仲
N
茎
客
。

　
な
る
も
の
を
想
定
し
だ
う
（
註
一
三
）
。

　
　
附
言
。
国
Φ
弩
ぼ
σ
Q
の
血
眼
網
膜
補
足
配
當
法
則
と
は
爾
眼
網
膜
に
作
用
す
る
刺
戟
の
爾
眼
的
合

　
　
　
成
色
臼
①
肖
震
包
夢
艮
Φ
周
鳶
び
①
に
個
封
ず
る
配
當
凄
さ
げ
Φ
鵠
が
補
足
的
に
じ
て
、
一
方
が
　
な
ら
ば
他

　
　
　
方
は
○
、
一
方
が
曜
な
ら
ば
他
方
は
㌍
、
一
方
面
瑠
孜
ら
ば
他
方
も
瑠
と
い
ふ
が
如
き
關
係
あ

　
　
　
る
を
言
ふ
。
猶
後
節
．
に
論
及
す
べ
し
（
註
｝
四
）
。

　
　
O
塑
譲
○
欝
慾
曰
く
、
一
面
に
見
だ
る
事
物
の
明
度
と
墨
壷
に
見
た
る
そ
れ
と
の
問
に
は
明
瞭
な
る

　
相
蓮
な
し
。
予
は
此
観
察
を
種
々
の
條
北
内
に
於
て
行
ひ
、
又
予
膚
身
及
び
数
人
の
観
察
者
に
就

　
て
数
百
回
繰
返
し
て
行
ひ
π
る
が
常
に
同
一
結
果
即
ち
血
眼
虚
血
の
明
度
は
一
眼
観
野
の
そ
れ

　
と
殆
ん
ど
異
な
る
こ
と
な
し
と
い
定
ふ
結
果
を
得
だ
う
。
勿
論
此
差
異
が
偶
々
戚
ぜ
ら
れ
π
る
こ

　
と
な
き
に
非
ざ
れ
と
竜
、
其
場
合
に
は
一
眼
の
親
野
が
他
眼
の
そ
れ
に
比
し
て
暗
き
か
或
は
明
る

捌
き
こ
と
を
認
め
π
う
（
相
等
し
き
揚
合
菟
全
く
無
き
に
非
ざ
れ
ど
も
）
（
註
一
五
）
。
叉
日
丈
吾
人
は
此

　
　
　
　
　
黒
白
系
統
噛
の
雨
眼
覗
現
象
に
つ
き
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
五
．
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四
六

鰹
事
實
を
以
て
、
吾
人
の
碧
眼
親
筆
脛
験
申
最
も
興
味
あ
る
事
項
と
な
さ
璽
る
を
得
ず
。
吾
人
は
威

1

　
畳
心
象
の
爾
早
筆
野
に
於
け
る
勢
威
果
が
常
に
同
一
な
る
竜
の
と
し
て
交
替
獲
化
す
る
か
、
或
は

　
爾
印
象
は
同
疇
的
に
存
在
す
る
竜
爾
眼
的
合
成
果
は
明
度
、
飽
和
、
色
調
に
於
て
爾
印
象
各
自
と
は

　
異
な
る
竜
の
と
考
へ
ざ
る
可
ら
ず
。
換
言
す
れ
ば
雨
眼
視
印
象
は
二
度
、
色
調
、
飽
和
等
の
諸
厩
性

　
に
開
し
て
何
等
の
重
積
の
毎
ゴ
当
布
8
無
き
竜
の
と
考
へ
ざ
る
可
ら
ず
と
（
謎
一
六
）
。

　
　
以
上
述
べ
來
れ
る
所
を
綜
合
す
る
に
爾
眼
と
竜
に
輪
廓
無
き
臼
を
見
た
る
自
の
爾
眼
親
と
一

　
両
親
と
の
明
度
比
較
は
前
者
を
明
度
大
な
ウ
と
す
る
も
の
と
、
差
異
な
し
と
す
る
も
の
と
の
二
詮

　
馬
立
す
る
を
見
る
。
然
し
乍
ら
糟
…
細
に
詮
饗
す
る
に
一
二
の
極
端
な
る
主
張
を
除
馨
て
、
吾
人
ば

　
曲
説
の
聞
に
全
く
調
和
織
を
二
見
し
能
は
ざ
る
に
非
ぎ
る
を
域
ず
。
旺
そ
は
極
め
て
聖
な
る
明
度

　
に
於
て
は
白
の
爾
眼
観
は
一
眼
観
と
全
く
相
蓮
な
く
、
所
謂
重
積
作
用
な
し
と
難
竜
．
稽
小
な
る
明

　
度
に
於
て
は
重
積
現
象
を
認
め
、
一
眼
を
遮
閉
し
た
る
際
に
爾
眼
畑
野
の
墨
黒
を
來
籍
す
と
見
る

　
之
な
う
。
　
此
解
羅
は
吾
人
が
極
め
て
朋
亜
大
な
る
光
源
（
例
へ
ば
燭
光
大
な
る
電
燈
）
を
直
競
し
て
、

　
一
国
を
開
閉
す
る
勘
合
に
は
何
等
明
る
さ
の
憂
化
を
認
め
ざ
る
竜
、
散
光
の
下
に
在
る
自
紙
叉
は

　
幾
分
等
色
の
面
に
在
ウ
て
は
明
瞭
な
る
相
違
を
雪
見
し
得
る
に
由
う
て
明
ら
か
な
釦
と
信
ず
。

　
陽
解
羅
は
b
5
ご
Φ
客
の
主
張
と
一
致
し
、
且
国
Φ
o
巨
。
ポ
鼠
戸
彦
ぎ
｝
言
等
の
意
見
と
竜
符
合
す
る
も
の
な
う
。
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附
…
言
。
周
Φ
9
出
電
の
瞳
孔
墾
化
に
由
る
説
明
に
議
し
て
は
頗
る
疑
問
な
き
に
非
ず
。
第
三
節
に

　
　
論
及
す
べ
し
。

　
本
來
斯
の
如
き
實
験
は
其
實
瞼
上
件
を
精
密
に
し
て
、
し
か
る
後
膨
呂
州
を
比
較
せ
ざ
る
可
ら

ず
。
箪
に
自
と
い
ふ
竜
其
光
源
の
光
度
を
正
確
に
測
定
す
る
を
要
す
。
從
來
の
實
験
申
述
は
此

黙
に
覧
て
造
櫨
な
き
泌
の
全
く
無
し
と
い
ふ
も
不
可
な
き
な
ウ
。
之
を
要
す
る
に
吾
人
は
從
來

の
諸
結
果
を
綜
合
し
て
前
述
の
如
き
解
繹
を
ざ
さ
ん
と
欲
す
る
も
の
な
う
。

　
附
言
。
　
一
二
の
實
験
者
の
注
意
し
控
る
如
く
此
上
験
を
行
ふ
に
は
頗
る
周
到
な
る
用
意
を
要

　
　
す
る
が
如
し
。
鼓
に
三
四
の
圭
要
な
る
注
意
事
項
を
附
記
す
べ
し
。
の
囲
⑦
。
｝
旨
Φ
弓
の
注
意

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

　
　
し
守
る
所
に
し
て
、
前
に
も
引
照
せ
る
如
く
、
周
8
｝
日
2
は
『
予
に
在
ウ
て
は
一
眼
を
掩
へ
る
手

　
　
を
除
去
す
る
際
に
竜
始
め
一
寸
明
る
く
な
ウ
、
次
に
忽
ち
暗
く
な
る
事
、
恰
竜
一
眼
を
覆
ひ
泥

　
　
る
と
き
反
撃
の
現
象
を
呈
す
る
に
同
じ
。
此
現
象
は
他
の
人
々
に
竜
之
を
認
む
る
を
得
π

　
　
う
。
此
現
象
の
理
由
は
確
に
開
き
居
た
る
眼
は
光
線
に
由
亘
て
疲
碧
し
居
る
に
反
し
、
覆
へ

　
　
る
眼
は
頗
る
威
受
牲
大
な
ウ
と
い
ふ
事
惰
に
本
つ
く
べ
し
。
而
し
て
閉
ぢ
た
る
眼
を
開
き

　
　
π
る
時
明
る
く
な
る
現
象
が
、
眼
を
閉
ぢ
た
る
蒔
に
暗
く
な
る
現
象
よ
り
竜
遙
か
に
明
瞭
な

　
　
る
理
由
は
当
路
に
存
在
す
る
事
疑
ふ
可
ら
ず
』
と
言
へ
る
が
、
鼓
に
示
摘
せ
．
ら
れ
泥
る
瞬
問
的

　
　
　
　
黒
白
系
統
の
爾
眼
覗
現
獄
に
つ
き
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
七

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〆
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四
ぺ

明
輝
は
雨
眼
青
碧
積
の
結
果
に
非
ず
し
て
、
之
ま
で
覆
は
れ
た
る
威
受
性
大
な
る
側
の
網
膜

印
象
の
回
時
的
卓
越
に
本
つ
く
竜
の
と
見
る
べ
く
、
決
し
て
一
眼
覗
と
爾
雪
解
と
の
明
度
差

異
と
混
同
す
べ
か
ら
ず
。
二
雪
眼
観
差
の
要
素
を
除
去
す
る
事
を
要
す
。
蓋
吾
入
の
左
右

，
爾
眼
の
観
力
は
一
般
に
上
等
に
非
ず
。
同
時
に
吾
人
の
雨
眼
印
象
の
明
度
は
李
等
に
非
ず
。

さ
れ
ば
今
明
度
小
な
る
方
の
隈
が
閉
さ
れ
、
明
度
平
な
る
方
の
眼
が
そ
の
ま
㌧
な
る
時
は
殆

ん
ど
観
野
の
暗
く
な
る
事
を
認
め
ず
。
遽
に
明
度
単
な
る
方
の
眼
が
閉
さ
れ
、
小
な
る
方
の

眼
が
共
聖
な
る
と
き
は
競
野
は
著
し
く
暗
く
な
る
。
此
故
に
爾
土
管
の
白
と
一
眼
親
の
自

と
を
比
較
す
る
場
合
に
は
各
一
眼
親
印
象
と
の
比
較
を
愼
重
に
行
は
ざ
る
可
ら
ず
（
註
一
七
）
。

三
明
度
と
明
瞭
の
度
と
を
終
始
す
る
を
要
す
。
前
者
は
視
野
の
明
る
き
の
差
異
に
し
て
、
後

〔者
は
事
物
の
室
間
的
奨
別
の
精
細
度
を
意
味
す
。
而
し
て
明
瞭
度
．
即
ち
事
物
の
知
畳
の
精

細
の
度
に
診
て
は
隻
眼
親
の
方
が
遙
か
に
一
眼
競
よ
う
竜
優
る
（
註
「
一
八
）
。
然
る
に
明
瞭
の

度
の
著
し
き
差
異
あ
る
揚
合
に
於
て
も
、
明
度
は
殆
ん
ど
差
異
無
き
こ
と
あ
う
。
從
て
吾
人

は
十
分
爾
者
を
三
碧
す
る
と
同
時
に
爾
眼
印
象
の
純
粋
な
る
開
度
墾
化
に
惨
し
て
注
意
し

且
つ
内
省
せ
ざ
る
可
ら
ず
。
置
潮
に
吾
人
の
最
竜
注
意
を
要
す
る
事
項
と
し
て
、
注
意
の
問

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

題
あ
う
。
　
吾
人
は
此
即
発
に
於
て
も
一
眼
親
の
際
に
閉
鎖
し
た
る
眼
の
曙
黒
に
特
に
能
動



　
　
　
的
注
意
を
向
く
れ
ば
、
野
選
黒
は
他
筆
の
自
と
視
野
翻
争
を
生
じ
、
暗
躍
は
種
々
の
程
度
に
於

　
　
　
て
時
々
興
野
に
現
出
す
べ
し
（
詑
一
九
）
。
予
が
舷
に
論
ぜ
ん
と
す
る
所
は
本
よ
ウ
期
く
．
の
如

　
　
　
き
晴
窮
の
現
出
す
る
時
間
を
指
示
す
る
竜
の
に
非
ず
。
叉
之
と
共
に
暗
場
の
出
現
す
る
前

　
　
　
後
に
於
て
特
に
開
け
る
眼
の
印
象
に
注
意
を
集
中
し
だ
る
再
開
を
意
味
す
る
も
の
に
も
非

　
　
　
ず
。
與
へ
ら
れ
カ
る
條
寮
内
に
撃
て
殆
ん
ど
動
揺
な
き
注
意
歌
聖
に
在
る
二
合
の
戴
畳
印

　
　
　
象
を
主
題
と
す
る
こ
と
勿
論
な
う
。

　
ラ
　
”
次
色
の
爾
眼
醍

　
（

　
’
此
問
題
に
曝
し
て
は
精
細
な
る
實
験
的
研
究
あ
る
を
知
ら
ず
。
諺
毎
Φ
菩
は
一
眼
親
よ
ウ
竜
雨

　
眼
競
の
母
野
の
明
度
大
な
る
こ
と
を
認
め
、
此
事
實
は
刺
戟
光
線
の
光
度
除
う
大
な
ら
ざ
る
こ
と

　
を
條
件
と
す
と
云
ヘ
ゲ
（
注
二
邸
○
）
。
幽
し
て
臼
の
雨
限
覗
に
就
て
述
べ
た
る
如
く
、
雨
眼
覗
印
象
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
ら
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

　
明
度
を
一
眼
視
の
そ
れ
に
比
し
て
／
1
乃
至
／
1
大
な
う
と
圭
張
す
る
人
々
の
實
験
に
用
み
た
る
光

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
　
　
　
　
　
　
　
1

　
度
は
散
光
の
下
に
見
た
る
自
紙
等
の
如
く
徐
う
大
な
ら
ざ
る
も
の
な
う
し
に
因
る
な
ら
ん
と
疑

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

　
は
る
。
b
信
び
⑦
暮
の
質
駒
に
於
て
竜
放
散
支
質
に
て
白
紙
を
見
る
場
合
に
は
約
／
1
の
差
異
の
存
在

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

　
す
る
を
認
む
。
．
之
に
由
う
て
是
を
見
れ
ば
・
灰
色
の
爾
眼
華
は
一
眼
覗
よ
う
も
明
度
大
な
6
と
判

翻
噺
し
て
可
な
る
が
如
し
・

　
　
　
、
　
　
黒
白
系
統
の
爾
眼
覗
現
象
に
『
つ
き
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ゆq

ﾛ



　
　
　
　
　
暫
學
研
究
　
　
第
三
十
四
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
蹴
O

鵬
　
　
然
る
に
此
断
定
に
賢
し
て
正
反
封
読
を
固
執
す
る
竜
の
は
国
①
噌
ぽ
σ
Q
な
り
。
前
に
述
べ
π
る
如

ユ

　
く
、
其
国
費
綱
膜
補
足
配
置
法
鋼
に
由
れ
ば
『
同
一
性
質
の
野
田
眼
的
色
彩
が
混
合
せ
ら
る
＼
場
合

　
に
は
盆
へ
合
成
果
は
依
然
同
一
性
質
を
有
す
る
色
彩
な
う
』
。
然
し
な
が
ら
此
見
解
は
精
…
粋
な
る
實

　
駒
的
結
果
に
立
脚
す
と
言
ふ
よ
う
蔦
、
寧
ろ
一
個
の
再
説
の
提
唱
に
過
ぎ
ず
と
見
る
を
適
當
な
り

　
と
す
べ
く
、
此
意
味
に
於
て
潤
亀
茜
の
立
論
を
以
て
b
書
Φ
詳
の
観
察
結
果
を
否
定
す
る
能
は
ざ
る

　
も
の
と
信
ず
。

　
　
然
し
蛙
に
猶
湾
ム
べ
き
事
あ
う
。
　
翠
色
の
，
爾
眼
競
が
一
眼
視
よ
ウ
弱
自
な
ウ
と
断
定
し
得
る

　
》
し
て
竜
、
種
々
の
段
階
に
於
け
る
革
色
に
於
て
同
一
な
ム
や
否
や
の
問
題
之
な
う
。
　
此
問
題
に

　
擁
し
て
は
．
予
の
晃
る
所
に
て
は
、
友
色
の
明
度
小
な
れ
ば
単
な
る
ほ
ど
閉
ぢ
留
る
眼
の
暗
黒
即
ち

　
口
銭
詣
の
謂
は
ゆ
る
個
有
黒
と
融
合
を
生
じ
易
く
、
反
撃
に
済
度
大
な
れ
ば
大
な
る
ほ
ど
一
方
の

　
友
色
印
象
が
他
機
の
黒
黒
を
挽
歴
し
て
猫
ウ
卓
越
す
る
の
力
別
な
る
が
故
に
、
】
眼
覗
及
び
爾
眼

　
覗
の
明
度
差
異
に
勤
す
る
辮
別
は
、
融
合
の
生
じ
易
き
割
合
に
麹
歴
大
な
る
程
度
の
単
色
に
於
て

　
最
竜
明
瞭
な
る
べ
く
考
へ
ら
る
。
　
此
故
に
或
度
の
適
當
な
る
秘
色
に
於
て
最
竜
顯
罪
な
る
一
眼

　
親
と
雨
眼
視
と
の
差
異
が
存
在
す
べ
き
竜
の
な
ウ
と
信
ず
。

　
　
附
言
。
予
が
胃
。
吋
貯
σ
q
の
色
紙
を
用
み
て
観
察
し
π
る
結
果
に
由
れ
ば
、
爾
眼
に
て
見
照
る
次
色



　
　
　
・
は
、
一
眼
親
の
同
盟
墨
色
よ
ム
竜
明
度
大
な
う
。
而
し
て
此
差
異
は
同
紙
番
號
・
，
恥
乃
至
・
。
陥

　
　
　
位
が
最
竜
著
し
き
を
威
ず
（
註
二
一
）
。
但
個
入
込
の
存
在
頗
る
著
し
き
を
認
む
。
雨
眼
競
力

　
　
　
の
差
大
な
る
知
合
に
は
前
面
附
言
第
三
項
の
如
き
到
断
の
動
鑑
あ
る
を
認
む
。
予
の
實
験

　
　
　
に
於
け
る
観
察
者
及
び
観
察
時
は
次
の
如
し
。
槻
　
察
岩
、
石
川
博
士
、
越
智
學
士
、
後
藤
（
道
雄
）
博

　
　
　
士
及
予
。
　
観
察
時
、
大
正
三
年
、
十
二
月
十
九
日
、
大
正
四
年
一
月
十
五
日
、
十
六
日
。

　
　
　
實
験
例
。
　
観
察
者
、
越
智
。
　
音
戸
時
大
正
三
年
十
二
月
十
九
口
午
後
二
時
始
。
　
一
色
紙
番
．
號

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

　
　
　
3
3
6
2
0
2
7
器
3
6
3
7
3
9
皿
4
2
4
3
2
6
2
4
4
4
2
9
2
4
3
2
9
1
6
2
3
1
0
U
1
2
娼
1
5
1
7
1
8
1
9
1
2
2
2
2
0
（
観
察

　
　
　
の
順
序
に
由
る
を
通
じ
て
心
眼
競
よ
垂
竜
輔
隈
親
の
方
暗
し
。
ニ
ー
6
1
0
と
3
3
と
を
比
度

　
　
　
す
る
に
雨
限
親
と
一
眼
競
と
の
墨
度
差
異
は
3
3
の
方
露
な
う
。
　
三
3
3
と
4
4
4
8
と
を
比
較
ず

　
　
　
る
雨
眼
観
と
一
眼
覗
と
の
明
度
差
異
は
3
3
の
方
大
な
う
（
詫
二
二
）
。

　
　
ハ
黒
の
雨
眼
覗

　
　
黒
の
雨
眼
親
に
就
て
は
　
U
艶
壽
自
の
研
究
あ
り
。
　
其
結
果
に
由
れ
ば
一
眼
親
と
爾
限
硯
と
に

　
於
て
何
等
愛
化
あ
る
を
認
め
ず
と
い
ぷ
（
註
三
三
）
。
蒲
し
て
踏
Φ
ユ
轟
の
血
眼
網
膜
補
足
溶
血
法
則

　
は
本
よ
ウ
此
場
合
に
も
適
用
せ
ら
る
べ
く
、
同
一
性
質
の
各
一
眼
的
色
彩
の
合
成
果
は
常
に
同
一

舳
性
質
の
色
彩
な
ら
ぎ
る
可
ら
ず
・
吾
人
の
見
る
所
を
以
て
す
る
も
厳
黒
「
が
一
眼
観
と
両
眼
親
と

　
　
　
　
　
黒
白
系
統
の
雨
眼
競
現
象
に
つ
き
て
　
　
　
　

．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
一
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五
二

枷
に
由
う
て
獲
化
す
と
い
ふ
乙
と
は
理
論
上
、
盛
暑
上
許
す
べ
、
か
ら
ざ
る
．
自
明
の
事
實
な
り
と
信
ず
。

ユ

　
喉
鼓
に
階
黒
に
非
ず
し
て
、
黒
（
含
益
に
よ
ウ
て
強
め
ら
れ
だ
る
）
の
爾
眼
視
と
一
眼
親
と
が
如
何
な

　
る
關
係
を
有
す
る
か
は
考
究
を
要
す
る
問
題
な
る
竜
、
愚
ふ
に
其
差
異
は
假
ウ
に
存
在
す
る
と
し

　
て
竜
極
小
に
し
て
、
注
意
す
る
こ
と
困
難
な
る
べ
き
は
豫
下
す
る
に
難
か
ら
ぎ
る
な
う
。

　
二
撮
要

　
　
以
上
同
一
な
る
條
件
の
下
に
於
け
る
黒
、
自
色
自
の
点
眼
視
的
観
察
結
果
を
綜
諭
す
れ
ば

　
一
、
白
黒
の
爾
眼
覗
と
一
眼
親
と
を
比
較
す
る
に
明
度
大
な
る
白
及
び
黒
に
嵌
て
は
．
雨
者
の
明
度

　
差
…
異
拡
殆
ん
ど
認
め
ら
れ
ず
。
・
灰
色
に
於
て
は
爾
眼
、
親
の
方
明
度
大
な
う
。

第 一　　　圃

　7　　t
／」X　t

・／　；
　　’
；s．　I

　lt
ノ

t
e
’

t
7

s
g

s＝黒斑醤白

SA（實線）雨ll艮競の明度憂化

SA　（；貼線）　一眼親の明度墾化

二
、
次
色
の
爾
眼
親
と
一
眼
観
と
の
比
較
に
於
て
見
る

明
度
差
異
は
一
程
度
の
友
色
の
度
に
於
て
最
も
顯
著

な
う
。
此
開
係
は
第
旧
圖
を
以
て
表
は
す
こ
と
を
得

べ
し
。

三
、
一
眼
親
と
爾
　
視
と
の
噛
明
度
差
異
叉
は
明
度
同
輔

は
時
聞
若
く
は
注
意
に
よ
ウ
て
縫
化
す
。
、



二
一
　
、
輸
配
と
は
異
種
印
象
間
の
好
禦
を
意
味
す
。
　
或
は
軍
に
線
と
い
ふ
も
可
な
り
。
　
五
口
人
の
實
際
装
置

　
し
得
る
實
乱
酔
條
件
に
於
て
は
此
「
意
味
に
於
け
る
輪
廓
又
は
線
叉
は
境
界
を
三
脚
に
除
去
す
る
こ
と
不

　
可
能
な
り
。
　
故
に
吾
人
が
鼓
に
輪
廓
隷
の
存
否
を
書
ふ
も
決
し
て
絶
封
目
の
意
味
に
は
非
ず
。
　
叉
吾
人

．
が
槻
察
せ
ん
と
す
る
爾
賑
観
即
象
の
憎
む
る
共
角
倉
野
以
外
に
共
樋
な
る
輪
廓
が
存
在
す
る
も
一
入
の

・
槻
察
せ
ん
と
す
る
印
象
に
輪
廓
が
存
せ
ざ
る
限
り
吾
人
は
輪
廓
を
含
ま
ざ
る
粥
占
刺
戦
と
し
て
遮
用
ま

　
べ
し
。

謎
二
　
從
來
輪
廓
を
含
ま
ざ
る
黒
、
白
の
繭
眼
観
に
翻
し
て
は
精
細
な
る
研
究
な
し
。
故
に
口
．
．
甚
の
如
き

　
も
此
三
社
を
力
読
せ
り
。
穿
甚
図
．
Φ
善
§
σ
・
・
伽
。
・
H
・
寒
・
§
ピ
葺
鉱
冒
H
匿
蕃
琶
・
・
（
μ
Φ
二
）
。
，
』
峯

註
ヨ
笥
5
ほ
p
の
欝
津
げ
・
図
器
こ
慶
騰
口
Φ
ご
H
る
ξ
ピ
償
9
伽
霞
O
讐
涛
・
（
酔
誤
㎝
）
ψ
恥
遷
・

融
四
］
円
鴛
臥
o
q
・
○
℃
寓
＄
。
◎
α
・
μ
H
“
・

・
識
五
．
く
翫
窪
冒
訟
・
疹
口
9
画
・
団
げ
岩
曲
犀
彊
・
O
冨
彫
す
Q
ピ
（
【
◎
。
お
）
O
ロ
・
Q
◎
b
っ
Q
。
・

註
六
u
蓼
答
多
g
．
o
§
冨
。
・
冨
・
曾
幹
曽
H
（
μ
。
。
箪
ψ
§
。
。
・

　
（
誰
三
乃
至
註
六
は
圭
と
し
て
暫
げ
。
3
及
び
司
・
。
ぎ
9
に
依
る
。
）

1561

鋒h註
八七

識
九

〉
二
げ
③
審
．
娼
げ
闇
ロ
。
ざ
ざ
σ
Q
♂
岱
．
翼
①
欝
げ
曽
餌
庁
．
（
H
Q
o
④
9
伍
・
』
コ
ω
μ
・

姓
霊
亀
宰
邑
譜
Φ
≧
削
’
ξ
。
・
｛
。
野
。
唇
擢
．
（
奪
9
敬
●
・
・
8
珍
び
・
醤
日
く
貯
誇
雪
げ
蓉
窪
£
爵
・
監
。
ロ
ち
9
。
葛
。
。
ぎ
Φ
N
．
硫
置
Φ
仲
鼻

ぎ
自
覚
σ
脅
霧
ε
犀
窪
く
㊦
暴
葺
。
ゲ
窪
σ
登
蜀
9
Φ
ざ
げ
箱
ξ
。
・
♂
一
・
O
．
客
ρ
窟
夢
艮
ら
飴
G
。
刈
）
ぎ
恥
①
器
σ
身
0
2
乙
魯
讐
蜜
σ
①
口
・
冨
9
ゆ
a
①
疑
。
げ
驚
口
け
，
①
p
i

鶏
弐
。
ω
o
婁
日
量
σ
・
・
。
・
喜
自
象
霧
・
宴
譲
ぴ
・
a
ゆ
。
・
糞
藷
寡
ぴ
。
堅
目
σ
・
。
ご
。
蜜
・
号
g
塁
奮
琶
三
三
。
凶
・
藷
。
孤
量
。
選
巳
聲
し
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
へ

　
の
み
な
ら
ず
P
β
ぴ
。
暮
は
此
窪
を
約
h
μ
と
桝
見
た
り
。
（
○
℃
・
9
『
乙
自
ぴ
O
h
コ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ユ

蟹
①
筈
ロ
。
ぴ
d
魯
魯
㊦
貯
蒔
Φ
＜
o
誉
巴
野
営
器
価
皇
げ
貯
。
面
内
》
県
西
こ
o
o
》
魯
騎
馬
げ
｝
〕
勇
力
」
釦
」
＆
a
σ
⇒
ド
。
陰
ぎ
冨
・
Q
霊
・
2
・
≦
討
。
隠
・
尉
詳
く
謬
（
戸
Q
。
8
）
孕
冷
b
っ
α

一
“
ま
．

　
　
黒
白
系
統
．
の
雨
眼
　
現
象
に
つ
き
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
三
．
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九八七六霊四三二」c

　
　
　
　
哲
學
研
究
　
第
三
十
四
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’
　
　
　
丑
四

謎
一
〇
蜀
①
o
げ
冨
①
日
毎
篇
．
尊
a
．
継
亡
。
ゴ
吋
㊦
◎
げ
ご
。
冠
は
戴
に
皿
眼
覗
よ
り
も
｝
眼
病
の
、
明
鹿
少
し
く
暗
き
こ
と
を
認
む
。

註
．
二
〇

註
一
二

註
二
二

註
二
三

国
〇
一
琶
ゲ
。
犀
聾
男
げ
冨
δ
圃
．
9
）
鉱
ぎ
一
H
P
ロ
繭
．
（
日
Q
D
き
）
ね
．
O
呂

口
霞
冒
σ
Q
”
冨
Φ
津
昆
u
Q
o
国
．
雪
げ
望
。
α
印
。
｝
．
（
P
q
σ
0
3
ω
．
こ
。
δ
“
O
監
H
5
山
蝕
茜
。
」
肖
ピ
ぎ
紫
二
d
σ
2
（
μ
〇
二
）
幹
ヨ
鮒

国
曾
冨
σ
亀
ρ
切
㊦
坤
瓢
黄
㊦
●
弓
Q
昌
q
⇔
H
C
．

国
霧
貯
等
Q
岳
コ
伽
N
二
σ
q
o
．
幹
ゆ
ま
“
切
Φ
搾
同
…
お
。
齢
尊
慶
ノ
こ
。
8
’

］
y
肴
巴
P
ψ
日
電
図
巻
。
艮
轟
Φ
韓
藍
の
2
衛
鴇
o
h
H
W
冒
9
巳
黛
肖
Q
o
ざ
罎
寓
詑
ε
弩
。
．
煮
切
鞠
一
倖
．
ぎ
鐸
旨
●
o
陥
層
コ
。
饗
ぎ
一
ン
M
昌
H
．
（
巳
嵩
）
7
竃
卜

b
即
ぢ
セ
a
o
戸
〇
七
．
9
費
賢
鐙
墜

黒
田
源
次
『
幽
幽
に
於
け
る
右
利
艦
利
陶
折
口
櫓
脚
．
研
究
第
一
巻
第
八
號
（
大
五
五
年
十
一
月
）
一
頁

d
魯
堪
訟
。
彰
団
ぼ
o
o
三
霞
算
ロ
黛
d
⇔
ざ
。
包
譲
U
解
。
ユ
厳
9
鋒
ご
冒
。
鴎
国
極
出
げ
9
Φ
霊
●
切
鼠
7
9
0
h
娼
昌
9
0
｝
．
＜
固
（
肖
り
δ
）
唱
気
G
◎
’

聞
き
た
る
隈
と
閉
ぢ
た
る
眼
と
の
明
暗
覗
野
闘
璽
に
就
て
は
、

国
8
げ
ロ
。
、
．
O
ウ
9
鉾
◎
巨
．
断
口
”
ロ
Ω
9
α
目
類
同
幽
。
器
p
団
貯
㊤
冨
8
ご
器
げ
9
つ
σ
q
び
。
二
日
題
㊦
ロ
幽
盆
ゆ
ノ
く
Φ
揮
コ
・
窪
Φ
霊
自
2
石
Q
Φ
匡
①
遙
Φ
『
Q
峯
Φ
h
㊦
、
ロ
ユ

ト
＄
｝
旨
や
○
も
げ
伸
夢
一
画
’
図
図
（
あ
謬
）
b
D
臣
げ
臼
Φ
一
ぎ
b
σ
q
●
己
p
』
①
⑩
“
図
野
営
μ
q
Φ
げ
霞
勇
Φ
浄
窪
嘗
Φ
＃
山
Φ
肖
o
a
①
び
隔
Φ
蜀
舞
国
費
嶺
㊤
．
の
奪
。
窪
h
鍛
く
同
〔
H

（
描
“
・
。
）
ψ
㎝
。
。
r
及
び
黒
田
源
次
『
競
畳
に
於
け
る
右
利
左
利
』
哲
學
研
究
第
一
奮
第
八
號
を
滲
考
す
べ
し
。

街
β
げ
Φ
鉾
Φ
鑑
昌
臣
注
σ
q
Φ
．
ψ
9
9
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
ラ

白
C
り
と
黒
5
0
と
の
闘
を
五
十
分
し
て
友
色
の
段
階
と
す
。

　
　
　
　
（

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

黒
田
源
次
。
貧
験
記
録
『
晶
灰
色
の
一
眼
覗
と
雨
眼
眠
と
の
比
較
』
（
豪
渡
表
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

b
⇒
巧
8
戸
尉
嵩
鉾
噛
。
臨
蜀
む
α
同
。
げ
Q
野
く
嵩
明
．
の
．
α
嵐
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．

二
　
相
異
な
る
條
件
の
下
に
於
け
る
白
、
灰
色
、
黒
の
爾
眼
視



ダ

　
イ
M
眼
に
自
を
恒
常
に
示
し
．
他
眼
に
友
軍
叉
は
黒
を
示
し
た
る
揚
合

　
　
前
節
に
蓮
べ
た
る
所
の
同
一
條
件
の
下
に
於
け
う
白
、
樺
色
及
黒
の
爾
蟻
塚
現
象
は
直
ち
に
之

　
を
移
し
て
、
相
異
る
條
件
の
下
に
於
け
る
自
、
灰
色
及
び
黒
の
爾
限
視
現
象
と
し
て
解
介
す
る
こ
と

　
を
得
べ
し
。
何
と
な
れ
ば
雨
下
覗
と
一
眼
視
と
の
比
較
は
と
う
竜
な
ほ
さ
ず
黒
、
友
色
及
び
臼
と

　
暗
黒
と
の
爾
眼
硯
の
研
究
を
含
め
ば
な
う
。

　
　
其
結
果
に
つ
き
て
先
づ
者
ふ
べ
き
織
は
一
眼
に
自
を
恒
常
に
示
し
嶋
脇
に
黒
を
示
し
た
る
揚

　
質
量
ち
自
の
此
限
、
視
の
結
果
こ
れ
な
ウ
。
　
其
結
果
に
由
れ
ば
臼
の
光
度
張
大
な
る
揚
合
に
は
一

　
眼
観
帥
ち
届
眼
に
自
を
、
他
眼
に
疇
黒
を
見
た
る
揚
合
と
共
弱
齢
野
の
明
度
，
憂
く
同
一
な
る
を
見

　
る
。
自
の
光
度
半
減
す
れ
ば
雨
戸
視
の
明
度
は
次
第
に
一
眼
親
よ
ウ
込
大
と
な
る
傾
向
を
有
す
。

　
　
然
ら
ば
次
に
一
眼
に
恒
常
な
る
白
、
他
眼
に
次
色
の
系
列
を
示
し
た
る
弓
弦
に
於
け
る
共
通
親

　
野
の
明
度
は
如
何
。
其
測
定
を
最
系
統
的
に
行
ひ
π
る
竜
の
は
国
①
。
巨
霧
な
う
。
国
⑦
◎
｝
童
謡
が
矛

　
盾
實
験
集
信
蝕
。
図
霧
く
①
憎
き
げ
と
名
け
π
る
も
の
乙
れ
な
ウ
。
今
其
概
要
を
略
述
す
べ
し
（
註
二
）
。

　
　
一
眼
の
前
に
暗
き
・
灰
色
グ
ラ
ス
を
置
き
隔
他
眼
の
前
に
白
の
面
を
置
き
グ
ラ
ス
の
置
か
れ
た
る

　
側
の
眼
を
開
閉
す
れ
ば
、
眼
を
開
き
だ
る
際
に
は
驚
き
面
は
暗
く
な
ウ
て
見
え
、
閉
せ
ば
明
る
く
な

脇
る
を
案
ず
・
帥
ち
眼
に
多
量
の
光
線
が
肖
れ
竺
取
締
く
な
る
を
威
媛
光
線
小
量
と
な
れ
ば
明

　
　
　
　
　
黒
r
白
系
統
の
爾
眠
凝
魏
『
象
に
つ
き
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
眠
置

’



　
　
　
　
　
哲
學
．
研
、
究
　
．
第
三
十
囚
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
置
穴

一
　
る
ぐ
威
ず
。
今
順
次
に
写
し
づ
＼
明
る
き
次
色
グ
ラ
ズ
と
取
換
へ
て
観
察
す
れ
ば
此
溝
極
命
数

，

　
果
は
溝
失
し
て
趣
に
積
極
的
悪
果
を
示
す
に
斯
う
、
眼
を
閉
ち
れ
ば
導
く
な
う
、
眼
を
開
け
ば
朋
る

　
く
な
る
を
認
む
る
に
至
る
。
此
至
極
醜
及
び
積
極
的
敷
果
を
輿
ふ
る
荻
色
グ
ラ
ス
の
中
間
に
は

　
晴
く
竜
明
る
く
竜
な
ら
ざ
る
無
記
の
黒
色
な
か
る
可
ら
ず
。
即
ち
学
友
色
グ
ラ
ス
は
暗
く
せ
ら

　
れ
π
る
眼
が
全
く
覆
は
れ
或
は
閉
ぢ
ら
る
＼
時
に
其
共
同
親
筆
の
明
度
が
獲
化
な
き
揚
合
之
な

　
う
。
之
に
反
し
て
最
著
し
く
矛
盾
敷
果
℃
鴛
銭
。
図
窪
田
験
ぼ
を
生
ず
る
・
灰
色
を
極
小
織
鷺
正
目
蛋
白
穿

　
毒
蓉
と
名
け
π
う
。

　
　
男
⑦
O
巨
窪
は
如
上
の
事
實
を
測
定
せ
ん
が
爲
に
種
々
の
煤
グ
ラ
ス
を
用
ゐ
、
全
自
と
垂
黒
と
の
問

　
を
一
〇
〇
〇
算
し
、
光
度
計
上
Q
。
嫌
為
α
O
斡
O
ρ
b
っ
q
。
q
。
レ
吟
9
昌
9
㊤
P
＄
等
に
相
當
す
る
煤
グ
ラ
ス
を
軍
濁
叉

　
は
重
ね
合
は
し
て
用
ゐ
π
う
。
総
じ
て
属
o
o
亀
戸
は
此
方
法
を
結
合
實
験
O
o
岩
ぴ
貯
暮
ざ
口
ω
屯
①
屋
督
。
一
｝

　
と
名
け
、
之
に
重
複
ω
ξ
Φ
考
。
嫁
費
目
に
由
る
竜
の
と
田
面
貯
図
夢
も
。
・
。
三
巳
に
由
る
竜
の
と
を
匿
別
し

　
π
り
。
前
者
は
重
ね
合
は
せ
疫
る
煤
グ
ラ
ス
の
一
嘗
を
加
滅
す
る
方
法
に
し
て
、
後
者
は
上
下
に

　
各
種
の
煤
グ
ラ
ス
を
蛇
早
し
だ
る
竜
の
を
移
動
す
る
方
法
之
な
ウ
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

　
　
附
言
。
司
Φ
。
ぎ
遵
に
由
れ
ば
虹
置
法
は
重
複
法
に
比
．
し
て
劉
噺
確
實
に
し
て
遡
か
に
二
義
的
結

　
　
　
果
の
例
少
き
竜
の
」
こ
い
ふ
（
註
二
）
。



4

纂

1565

　
さ
て
右
の
方
法
に
由
り
て
試
み
ら
れ
だ
る
無
記
織
H
屡
会
心
δ
護
℃
露
客
の
測
定
に
由
れ
ば
、
此
織
は

蓮
常
の
眼
に
画
し
ザ
い
は
約
＄
O
～
H
O
O
O
の
間
に
存
す
る
も
の
㌧
如
く
、
三
十
四
回
の
観
察
結
果
を
李

均
す
れ
ば
㊦
謡
に
相
盛
す
。
勿
論
此
測
定
は
極
め
て
疎
略
な
る
が
故
に
實
際
の
値
と
は
b
っ
？
』
O

の
誤
差
を
示
す
。
大
膿
よ
ウ
言
ひ
て
μ
O
O
O
（
唐
臼
）
の
三
分
の
二
を
以
て
無
記
織
と
見
る
を
得
可
し

（
註
三
）
。

一　　　表

4ビ
魏　察　者

Fechner　l　Funke　i　K

第

翻合せ※

一
　
　
〇
　
〇
　
十
　
＋
　
十
　
十

十
　
十
　
十
　
十
　
・
＋
　
十

｛
　
〇
　
十
　

－
ア
　
十

　4－63

　　6－71

　　6－90

17－115

ユ7一ユ45

5S－233

15S－39’ P

559－744

635－7S5

63．63

71，90

90．71

115．14・5

1弧5．115

233．233

397．400

744．752

7S5．82d

※既光度計上の撒字は1／1000の明度を斜位と

　するものなるが故に例へば63は0．063に

　曇る、CtlC　O・063　と　0・63　の二枚のグラx

　を重艮｝れば0，03969簡寧に0．OO4に測る。

　
次
に
極
小
織
目
営
”
皆
瓢
露
娼
琶
算
の
測
定
は
次
「

の
如
し
（
第
一
表
参
照
）
。
此
實
験
は
重
複
法
に

由
る
も
の
に
し
、
て
、
各
種
の
次
色
硝
子
の
組
合

－
せ
の
内
一
方
（
此
揚
合
に
隔
て
は
後
方
）
を
撤
去

し
、
一
眼
の
次
色
の
光
度
を
獲
化
し
た
る
結
果

が
共
通
競
野
の
明
度
に
動
何
な
る
影
響
を
及
F

ぼ
す
か
を
見
ん
と
す
る
竜
の
な
う
。
．
回
し
て

他
方
の
動
か
さ
メ
，
る
硝
子
を
固
定
硝
子
　
価
超

諺
富
9
器
と
稔
し
、
灰
色
硝
子
を
重
ね
π
る
際

に
明
る
く
忌
月
．
撤
去
し
た
る
際
に
暗
く
な
る
蕩
合
を
浩
極
的
結
果
器
σ
q
導
く
霞
津
h
O
お
、
之
に
反
し
重

　
　
　
　
黒
白
系
、
統
の
爾
眼
観
現
象
に
つ
き
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
七



　
　
　
　
　
哲
學
研
究
　
簗
三
↑
四
號
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
菰
八

鰯
ね
乗
る
時
に
暗
く
な
う
、
撤
去
し
π
る
時
に
明
る
く
な
る
結
果
を
積
極
的
結
果
唱
。
。
・
憲
く
露
曲
弾
。
幻
と

1　
稔
す
（
註
五
）
σ

　
　
右
の
結
果
に
見
る
如
く
積
極
的
結
果
と
溝
極
的
結
果
と
の
回
蹄
鋤
邸
ち
極
小
織
は
各
人
同
一

　
に
非
ざ
れ
ど
も
、
現
象
の
一
般
的
経
過
は
皆
同
一
な
る
こ
と
明
自
な
う
。
即
ち
嵩
一
磁
O
又
は
鰹

　
l
b
っ
。
。
。
。
迄
の
問
に
在
ウ
て
、
罵
一
撃
よ
う
鋸
O
－
b
っ
。
。
。
。
に
移
る
墾
化
に
於
て
は
或
は
消
極
的
、
或
は
積

　
極
的
に
し
て
其
結
果
一
様
な
ら
ざ
れ
ど
竜
極
小
織
が
此
問
に
存
在
す
る
≧
と
は
疑
ふ
可
ら
ざ
る

　
な
う
。

　
　
．
此
所
小
織
の
光
度
よ
り
し
て
一
程
度
の
光
度
を
増
滅
す
る
竜
共
同
調
室
の
明
る
さ
に
何
等
の

　
言
出
な
き
言
合
あ
る
を
認
む
べ
し
。
　
斯
く
如
き
二
種
の
光
度
を
共
済
光
度
o
o
に
甘
σ
q
凶
亀
8
冒
8
霧
客
匿
け
－

　
①
口
と
名
く
。
笹
野
極
端
は
約
六
七
二
に
在
る
無
記
織
と
垂
く
一
眼
を
覆
ひ
た
る
時
と
の
零
と
の

　
聞
に
存
す
る
關
係
に
し
て
桶
七
乃
至
五
四
の
雫
均
と
＝
二
〇
乃
至
一
三
三
の
李
均
と
の
問
に
も

　
同
様
の
其
輻
關
係
を
記
し
得
る
竜
の
な
参
。
（
註
七
）

　
　
右
の
諸
結
果
を
綜
合
し
之
を
圖
示
す
れ
ば
衣
の
如
き
曲
線
を
呈
す
べ
し
へ
第
二
闘
滲
照
）
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
読
明
　
　
A
…
眼
に
は
一
〇
〇
〇
の
光
度
を
恒
常
に
示
し
．
B
眼
に
は
○
よ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
一
〇
〇
〇
に
至
る
迄
の
光
度
を
系
列
的
に
示
す
、
此
○
よ
ウ
一
〇
〇
〇
に



1，K．67

闇

〃
　
p

C　nttla’r．

第

　Cmo櫓
♂

　
乏
・
ご
置
斌
煤
グ
ラ
入
の
代
う
に
、
エ
ビ
ス

繰
返
し
て
略
同
一
な
る
結
果
を
得
だ
め
（
註
八
）
つ

時
間
の
長
短
に
由
る
動
旛
を
認
む
れ
ど
竜
、
外
部
光
度
の
大
小
に
は
著
し
き
影
響
を
認
め
ず
、
其
例

と
し
て
晴
天
と
曇
天
と
に
由
ウ
て
差
異
な
き
を
述
べ
控
う
（
識
九
）
。
之
に
反
し
て
珍
二
審
は
放
散

巨
光
の
下
に
見
だ
る
自
紙
、
天
声
、
乳
臼
燈
、
直
接
凝
親
し
カ
る
光
焔
等
、
種
塾
の
光
源
、
從
て
文
種
々
光

度
を
異
に
す
る
に
由
う
て
極
小
織
無
記
織
の
位
置
に
著
し
き
凝
化
あ
る
事
を
認
あ
π
う
戸
註
一
〇
）
。

　
　
　
　
黒
白
系
統
の
爾
眼
観
現
象
に
つ
き
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
九

至
る
光
度
段
階
を
。
憶
な
る
直
線
を
以
て
現
は
す
。
0
1
1
ρ
憶
睦
H
O
C
O
な
り
。

§
は
極
小
織
。
切
は
極
大
織
（
｝
眼
を
閉
ぢ
泥
る
時
よ
ム
竜
一
厨
明
る
き

眼
覗
野
極
大
の
雨
澱
な
う
4
。

右
の
曲
線
を
決
定
す
る
實
験
結
果
は
前
に
述
べ
だ
る
所
の
如
く
次
の
四

　
　
　
　
　
ラ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ラ

項
に
在
套
。
　
目
無
詑
織
こ
の
横
線
は
卒
均
⑦
醒
に
當
る
。
　
二
共
範
鮎

α
の
横
線
は
ミ
ー
置
の
問
、
之
に
相
費
す
る
。
、
の
横
線
は
H
。
。
O
l
b
9
。
。
。
。
の
問

に
詐
る
。
三
共
範
識
の
問
に
存
在
す
べ
き
極
小
繍
は
§
即
ち
全
光
度

　
ま
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う

の
／
の
暗
き
方
向
に
在
う
。
四
極
大
織
の
縦
線
℃
燃
は
極
小
織
の
縦
線
・

　
1
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

§
奪
よ
・
9
竜
遙
か
に
平
な
う
。

　
　
　
　
　
　
　
コ
チ
ス
チ
ル
　
囲
℃
箆
3
募
入
電
を
使
用
し
同
＝
買
験
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
但
蟹
Φ
昌
冨
ビ
は
右
の
結
果
に
個
人
差
及
び
観
察



　
　
　
　
　
聯
R
　
學
　
　
研
　
　
究
　
　
　
第
「
ヨ
　
十
　
騰
　
貌
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
〇

鵬
　
U
ρ
譲
硯
。
口
も
旧
臣
鐸
び
①
暮
に
一
致
す
。
　
（
註
一
一
）

1
　
　
、
野
土
問
題
に
關
聯
し
て
考
究
す
べ
き
竜
の
は
　
国
霧
圃
茜
の
雨
眼
的
混
合
法
則
π
る
爾
眼
網
膜

　
補
足
配
當
法
則
の
示
す
事
實
こ
れ
な
ウ
。
此
法
則
は
一
個
の
法
則
な
れ
ど
も
、
二
個
の
見
解
に
分

　
析
し
得
べ
く
叉
分
析
し
て
考
へ
ざ
る
可
ら
ざ
る
が
如
し
。
　
二
個
の
見
解
の
一
は
無
調
色
8
巳
蚤
Φ

　
周
霞
ぴ
①
は
絶
封
臼
W
と
絶
群
黒
S
と
の
混
合
な
る
が
故
に
其
性
質
は
凡
て
の
妻
あ
割
合
に
由
う

　
て
決
定
せ
ら
る
。
今
艶
気
的
に
混
ぜ
ら
る
易
き
青
め
が
同
輔
な
ら
ば
、
其
混
合
の
結
果
た
る
混
色

　
Q
Φ
巨
の
呂
Φ
に
調
て
竜
同
一
の
宅
”
の
の
割
合
な
ら
ざ
る
可
ら
ず
。
而
し
て
此
割
合
は
左
右
何
れ
の

　
混
色
屋
話
2
σ
q
①
日
三
ω
畠
①
が
よ
り
重
き
働
を
な
す
か
と
い
ふ
事
に
ば
下
翼
な
し
。
此
事
實
の
此
例
と

　
し
て
・
。
O
次
の
酒
精
と
き
訳
の
酒
精
を
混
ず
れ
ば
同
じ
く
・
っ
。
訳
の
酒
精
を
得
曳
く
、
霞
次
の
酒

　
精
と
誤
訳
の
酒
精
を
混
ず
れ
ば
同
様
に
」
D
O
弐
の
酒
精
を
得
る
と
全
然
同
一
な
ウ
と
（
註
一
二
）
。

　
第
二
の
見
解
は
爾
眼
視
に
み
け
る
合
成
的
威
畳
を
一
と
見
れ
ば
、
爾
網
膜
は
此
威
豊
の
成
立
に
…
封

　
し
て
補
足
的
犀
§
冨
匿
華
の
鴨
脚
を
有
し
一
方
の
網
膜
が
箪
を
寄
脅
す
れ
ば
他
方
の
網
膜
は

　
辮
若
し
一
方
の
寄
與
が
η
な
れ
ば
他
方
竜
㎎
若
し
一
方
苧
な
ら
ば
他
方
は
・
な
ウ
。
而
し
て
，
．

　
爾
網
膜
が
絶
封
的
に
同
様
な
る
刺
戟
を
受
る
と
せ
ば
、
爾
網
膜
は
共
通
覗
野
に
同
一
な
る
寄
與
（
帥

　
　
　

　
ち
1
／
つ
つ
）
を
有
す
る
竜
の
な
る
べ
し
と
（
註
一
三
）
。
国
Φ
言
α
q
は
以
上
の
二
見
解
を
同
一
噛
し
、
そ
の



　
補
足
法
則
を
何
れ
の
意
昧
に
も
任
意
に
適
用
し
π
う
。
　
然
し
な
が
ら
敢
て
詳
論
す
る
を
待
π
ず
、

　
此
ご
見
解
は
全
く
濁
聖
な
る
解
説
に
厩
す
べ
き
乙
と
明
ら
か
に
し
て
、
第
一
の
見
解
が
實
験
的
基

　
礎
の
上
に
立
ち
且
叉
實
験
的
尊
号
を
要
求
す
る
も
の
次
る
に
反
し
、
第
二
の
見
解
は
輩
に
読
明
原

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◎

　
理
と
し
て
實
験
的
結
果
に
制
約
せ
ら
れ
ず
、
早
り
に
第
一
の
見
解
が
實
駿
的
に
否
定
せ
ら
る
㌦
揚

　
合
に
於
て
も
，
読
明
の
便
宜
δ
〈
あ
ら
ば
依
然
と
し
て
存
立
し
得
る
理
説
な
め
と
見
る
べ
き
な
ウ
。

　
　
さ
て
勧
Φ
哩
冒
α
q
の
異
母
網
膜
補
足
法
則
を
上
蓮
の
二
見
解
に
分
析
し
得
る
竜
の
と
見
て
、
鼓
に

　
考
察
を
要
す
る
同
法
則
の
適
用
を
考
ぶ
る
時
は
も
と
よ
う
問
題
は
第
一
の
見
解
に
済
う
。
換
言

　
す
れ
ば
無
調
色
の
混
合
は
化
學
上
に
於
け
る
混
合
（
化
合
に
零
し
て
）
の
概
念
に
全
然
包
擁
し
得
可

　
し
と
す
る
第
一
の
見
解
が
果
し
て
攣
眼
異
色
混
合
の
實
験
的
謹
明
を
脛
だ
る
も
の
な
ウ
や
否
や

　
の
問
題
に
在
う
。
鵜
①
最
早
は
本
よ
ム
此
事
實
を
詮
明
し
得
平
ウ
と
考
へ
た
う
。
　
帥
ち
彼
は
明
ら

　
か
に
『
二
個
の
等
し
か
ら
ざ
る
無
調
色
（
各
一
眼
的
の
）
の
雨
眼
的
融
合
は
其
等
二
個
の
色
彩
の
中
間

　
の
・
第
三
色
を
生
ず
』
る
こ
と
を
信
じ
π
う
（
誰
一
四
）
。

　
　
然
し
乍
ら
吾
入
が
切
Φ
嵩
β
σ
Q
の
實
験
結
果
の
記
述
を
織
検
し
て
比
較
的
信
愚
し
得
る
事
實
は
軍

　
に
『
融
合
の
結
果
だ
る
色
彩
は
爾
一
眼
的
色
彩
の
黒
き
竜
の
よ
り
竜
自
く
、
導
き
菟
の
よ
ウ
竜
黒
し
』

鞭
と
言
ふ
に
過
ぎ
ず
。
嫡
・
藷
の
記
號
を
借
蚕
て
言
へ
興
彼
の
結
果
に
軍
に
ヨ
。
。
吻
ヨ
。
・
竃
》

　
　
　
　
　
黒
白
系
統
の
爾
簸
観
現
象
忙
つ
き
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
峯



　
　
　
　
　
鷺
　
　
攣
　
　
醗
　
　
総
　
　
　
簸
剛
　
一
二
　
十
　
四
　
蟹
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
ハ
ニ

齢
に
外
な
ら
ず
・
更
錘
ん
で
彼
の
法
則
の
要
求
す
る
如
丸
墓
㌫
｛
（
♂
・
・
H
三
詔
・
・
緯
）
由
る

一

　
こ
と
は
、
到
底
言
言
験
中
に
確
謹
を
薮
見
し
能
は
ぎ
る
こ
と
を
主
張
せ
ざ
る
を
得
ざ
る
な
う
。

　
　
必
干
す
る
に
吾
入
は
　
蜀
㊦
o
彦
霧
の
矛
盾
實
験
の
結
果
を
登
戸
す
れ
ば
　
鑓
①
擁
彦
σ
q
の
法
鋼
の
一

　
部
分
と
抵
毒
す
る
を
避
く
可
ら
ざ
る
を
威
ず
。
矛
盾
面
心
の
翼
に
矛
盾
な
る
織
は
国
Φ
言
σ
e
の
法

　
瑚
に
由
蚤
て
は
到
底
解
繹
す
る
を
得
ず
。
吾
人
は
如
何
に
考
ふ
る
日
頃
⑦
旨
σ
q
嘗
ら
言
ふ
が
如

　
く
矛
盾
實
験
が
彼
の
法
則
よ
φ
創
豊
9
に
巴
町
せ
ら
る
＼
も
の
な
る
≧
と
を
信
ず
る
能
は
ざ
る

　
な
・
9
（
註
一
五
）
。

　
　
以
上
述
べ
來
れ
る
諸
現
象
の
外
に
一
眼
に
恒
常
に
白
を
示
し
、
他
眼
に
種
々
の
二
色
を
示
す
揚

　
合
に
は
二
野
翻
争
現
象
の
生
起
す
る
こ
と
あ
る
を
看
遇
す
可
ら
ず
。
引
揚
合
に
於
て
は
一
眼
の

　
次
色
は
附
く
な
れ
ば
な
る
程
親
野
闘
齢
等
し
く
、
発
黒
に
至
れ
ば
其
傾
向
最
大
に
蓬
す
。
　
之
に
反

　
し
て
或
度
以
上
友
色
が
難
く
な
れ
ば
全
く
親
野
上
争
を
生
ぜ
ず
、
親
筆
は
始
よ
参
混
合
を
生
ず
。

　
予
の
次
色
紙
を
用
み
て
試
み
た
る
粗
難
な
る
實
験
に
由
れ
ば
土
色
鴇
若
く
ば
鑓
以
下
に
於
て
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
O

　
観
野
翻
孚
を
生
起
す
る
事
多
き
を
見
る
。
次
色
隣
◎
以
下
に
至
ウ
て
は
殆
ど
常
に
短
時
聞
の
覗
辱

　
陶
争
を
俘
ふ
を
見
る
（
註
一
六
）
。
同
一
の
問
題
に
・
就
て
は
從
來
精
密
な
る
實
験
的
記
述
な
し
と
錐
、

　
高
野
闘
争
が
生
起
す
る
と
い
ふ
雪
空
は
幾
多
の
研
究
者
の
記
述
に
由
ゑ
て
明
瞭
な
ウ
（
註
一
七
）
。



　
唯
鼓
に
二
面
と
す
べ
き
は
鵠
Φ
鼠
ご
σ
Q
が
此
次
色
と
臼
と
の
親
野
馬
璽
は
友
色
が
二
黒
に
近
け
れ

　
ば
反
っ
て
減
少
す
る
傾
向
あ
り
と
見
る
意
見
愚
な
ゐ
（
註
一
八
）
。
然
し
な
が
ら
此
事
は
輪
廓
線
な

　
き
刺
戟
を
用
ゐ
カ
る
實
験
的
所
見
に
於
て
は
決
し
て
翼
實
に
非
ず
。
一
眼
を
一
様
な
る
光
に
て

　
刺
戟
し
他
筆
を
暗
黒
に
す
る
揚
合
に
志
野
闘
争
の
存
在
す
る
こ
と
は
多
く
の
實
験
報
告
に
徴
し

　
て
疑
ふ
可
ち
ざ
る
事
實
な
う
（
註
一
九
）
。
之
を
要
す
る
に
一
眼
の
喜
色
が
次
第
に
其
黒
の
度
を
増

　
し
、
山
野
の
自
の
印
象
と
性
質
を
異
に
す
れ
ば
す
る
程
、
三
野
闘
争
を
生
ず
る
傾
向
が
著
し
く
な
る

　
と
い
ふ
事
は
極
め
て
璽
要
な
る
森
厳
に
し
て
、
二
五
融
合
と
観
野
業
璽
と
の
關
係
、
ひ
い
て
は
競
野

　
融
合
と
競
野
卓
越
と
の
關
係
を
決
定
す
る
に
最
も
基
本
的
な
る
事
實
な
ウ
と
す
。

　
切
一
眼
に
黒
を
恒
常
に
示
し
、
他
眼
に
自
及
び
二
色
を
示
し
た
る
揚
合

　
（

　
　
　
一
眼
に
黒
を
恒
常
に
示
し
、
他
眼
に
自
叉
、
は
種
々
の
友
色
を
示
す
揚
合
に
於
け
る
共
同
観
野
の

　
明
度
…
漫
化
の
状
態
は
果
し
て
如
何
。
吾
人
は
此
問
題
に
關
し
て
特
に
研
究
せ
ら
れ
だ
る
實
験
報

　
告
あ
る
を
知
ら
ず
。
　
唯
前
節
に
述
べ
た
る
種
々
の
同
一
友
色
の
爾
，
限
親
に
号
す
る
逆
蓮
は
次
色

　
の
一
眼
親
即
ち
友
色
と
暗
黒
と
の
雪
眼
競
を
包
含
す
囑
が
故
に
．
此
問
題
の
研
究
と
勤
象
を
同
じ

　
く
し
て
見
地
を
異
に
す
る
竜
の
と
言
ふ
べ
し
。
故
に
吾
人
は
前
節
の
毘
蓮
申
に
於
て
此
問
題
の
，

敬
解
答
を
薮
見
し
得
可
き
な
ウ
・
更
に
口
・
譜
の
爾
眼
綱
膜
補
足
雪
靴
法
則
は
此
問
題
に
鍔
し
て

　
　
　
　
　
羅
…
廊
系
統
の
爾
観
競
現
嫁
に
っ
曇
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
内
　
　
　
　
六
ミ

齢
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哲
墨
研
究
　
第
三
＋
凶
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
四

も
其
適
用
を
要
求
す
。
　
以
下
全
等
の
概
要
を
救
醸
す
べ
し
。

「
国
霞
冒
σ
q
の
法
則
に
從
へ
ば
全
黒
を
與
へ
た
る
眼
の
印
象
は
零
な
る
が
故
に
、
共
同
遠
野
に
何
等

の
配
當
を
有
せ
ず
。
故
に
其
場
合
に
於
け
る
共
同
視
野
の
明
度
は
奄
く
底
豆
に
於
け
る
次
色
刺

戟
の
明
度
そ
の
ま
㌧
な
ら
ざ
る
可
ら
ず
。
然
る
に
吾
人
の
前
節
に
見
尤
る
如
く
同
7
灰
色
の
爾

山
妻
と
一
眼
観
と
の
比
較
に
由
れ
ば
、
次
色
が
一
程
度
以
上
暗
け
れ
ば
爾
眼
視
よ
う
も
扁
眼
親
即

ち
一
方
の
眼
に
暗
黒
を
示
し
た
る
白
磁
に
於
て
灰
色
は
著
し
く
黒
く
な
る
。
こ
れ
に
反
し
一
．
程

度
以
上
明
ら
か
な
れ
ば
柳
色
の
性
質
に
著
し
き
憂
慮
あ
る
を
見
ず
。
　
逸
事
實
を
言
ひ
換
ゆ
れ
は
．

一
眼
の
次
色
と
他
眼
の
暗
黒
と
を
雨
眼
視
す
る
場
合
に
は
、
一
眼
の
灰
色
の
明
度
が
露
な
れ
ば
大

な
る
程
．
共
同
観
野
の
明
度
は
其
の
友
色
に
近
く
、
一
眼
の
鼻
面
の
明
度
が
小
な
れ
ば
小
な
る
程
、
其

次
色
よ
ウ
竜
晴
く
な
る
を
威
ず
る
な
う
（
註
二
〇
）
。

　
斯
の
如
く
吾
人
の
観
察
が
国
Φ
旨
σ
q
の
法
則
に
合
致
せ
ざ
る
は
、
巳
に
前
節
に
於
て
辮
明
し
た
る

如
く
、
口
巴
轟
の
立
読
が
形
式
的
な
る
に
過
ぎ
、
現
象
の
直
接
観
察
と
符
合
せ
ざ
る
に
由
る
竜
の
な

蚤
と
信
ず
。

勾
一
眼
に
或
灰
色
を
恒
常
に
示
し
、
他
言
に
異
な
る
友
色
を
示
し
π
る
揚
合

（　
一
眼
に
次
色
を
示
し
、
他
眼
に
自
叉
は
黒
を
示
し
π
る
二
合
の
爾
乱
丁
即
象
は
既
に
述
べ
た
ら
。



　
蚊
に
は
噌
眼
に
示
し
た
る
三
色
と
異
る
友
色
を
慧
眼
に
示
し
禿
る
雨
雪
七
三
野
鴨
を
考
究
せ
ん

　
と
欲
す
。

　
　
此
問
題
に
干
し
て
專
ら
實
験
’
的
研
究
を
試
み
π
る
報
告
は
本
よ
ウ
早
見
す
る
能
は
ず
。
　
唯
此

　
問
題
に
關
す
る
立
論
と
し
て
は
、
国
①
旨
㈹
の
雨
眼
網
膜
補
足
配
當
法
則
が
興
，
へ
ら
れ
π
る
二
種
の

　
男
色
の
爾
眼
的
合
成
の
結
果
は
常
に
其
の
鼠
色
の
中
間
の
艶
色
な
ら
ざ
る
べ
か
ら
ざ
る
こ
と
を

　
要
’
求
す
る
を
知
る
の
み
。
　
然
し
な
が
ら
、
此
法
則
は
前
に
竜
蓮
べ
潤
る
所
に
由
う
て
領
卑
し
得
ら

　
る
＼
如
く
、
二
種
の
相
類
似
す
る
色
彩
相
互
問
に
於
て
は
適
用
せ
ら
る
＼
が
如
き
も
、
夕
蝉
印
象
の

　
性
質
、
張
度
の
差
異
が
大
な
れ
ば
大
な
る
ほ
ど
遡
用
困
難
と
な
る
を
見
る
。
　
吾
人
の
見
る
所
に
由

　
れ
ば
二
種
の
次
色
の
合
威
果
に
就
て
は
次
の
二
個
の
事
實
を
承
認
せ
ざ
る
可
ら
ず
と
信
ず
。
　
一

　
は
近
似
し
カ
る
碧
色
相
互
聞
の
合
成
果
は
其
爾
友
色
の
卒
平
平
は
中
庸
に
近
き
こ
と
、
二
は
爾
灰

　
色
の
差
異
大
に
し
て
或
度
以
上
な
る
と
き
に
興
野
的
合
成
果
は
白
を
含
む
配
色
の
方
に
近
き
こ

　
と
之
れ
な
り
。

　
昌
き
撮
要
　
　
　
，
　
　
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
魑

が
上
述
べ
來
れ
る
所
毒
琴
れ
笑
の
如
し
・

㈱
ゴ
㎏
に
臼
黒
眼
に
黒
叉
は
雪
色
を
示
す
と
き
は
共
牛
眼
規
的
結
果
竺
定
の
友
色
の
と
き
最

　
（

　
　
　
　
　
黒
農
」
「
系
統
の
雨
限
覗
現
象
に
つ
き
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

六
薮
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G／i
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f

・醐嘗白、S＝黒、WAv．一眼の白（み1旦”暫ゴ）S

A．他眼の黒友色及白鮎隷．雨眼覗的結果

　　　第　　　四　　　圓
　　　　　　　　　　　　B

VI｝　／，　1　／．i
s

／

’

t

f

　
　
　
　
加
誓
　
　
學
　
　
研
｝
　
究
　
　
　
餓
剛
　
三
　
・
†
　
田
［
雛
側
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
‘
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
山
ハ

竜
明
度
少
な
く
．
そ
れ
よ
ウ
明
る
き
か
階
き
と
き
ば
落
筆
親
野
は
開
る
く
な
る
。
之
即
ち
野
O
剛
〕
葭

の
矛
盾
實
験
と
濃
し
だ
る
現
象
に
し
て
第
二
圖
に
示
す
所
の
如
し
。
　
更
に
旋
事
費
は
第
」
三
門
の

如
く
表
は
す
こ
と
竜
可
能
な
る
べ
し
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぽ

二
一
眼
に
黒
、
他
眼
に
自
叉
は
次
色
を
示
す
と
き
は
、
其
爾
愚
母
的
結
果
は
他
隈
の
雑
色
が
光
度
小

’
～な

れ
ば
小
な
る
ほ
ど
二
次
色
よ
ム
も
一
二
明
度
小
と
な
う
、
光
度
大
な
れ
ば
大
な
る
ほ
ど
共
明
変

に
接
近
し
來
る
。
第
四
厨
は
此
關
係
を
圏
示
す
る
略
の
な
ム
（
註
二
一
）
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
代

　
　
　
　
　
　

　
…

　
　
　
　
　
　
！
　
　
　
一

　
　
　
　
　
／
／

　
　
　
　
　
　
／
〃

　
　
　
　
　
　
　
　
／
・

W

　軌ヒ閣「；髄＿＿m“dy一一一一騨一一一一r一噂｛’置｝tS＝一m’h‘ab’van”寮、

　二

S＝黒、W＝白・S五一眠の黒、　SA．他眼の
｝ξ1二色及黒薯i占黒線（A！3）は爾眼覗的結果

　　　　　頻　　　五　　　｝1し謬

ツ1　　　　　／

1　　／レ宴
　　　　　　　　　　　　〆’　　　　　r’

1　　　／／　　　　　　　　　ノ　　　　　ダ　　　　　　　　　／　　　ノ’

　㌦　　　　　　　酔　、　　　　　　一nna－A一一一’rw『舗｝開一隔一A

　
　
　
／
。
　
　

ー
ー
；
」
き
ヂ
ー
∠

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　s’

S嵩黒．W＝白，AA∴一1艮の茨色．SB．地：i
のEI茨色及び黒、　ab．爾1｛艮縄臼績果

翁
一
眼
に
次
色
、
他
益
に
そ
れ
と
異
な
る
．
二
色
を
示
す
と
き
は
、
二
種
の
続
篇
が
類
似
す
れ
ば
す
る

（程
、
爾
限
親
的
結
果
は
卒
均
の
串
間
演
色
に
響
く
、
相
異
な
れ
ば
異
な
る
程
興
結
果
は
．
明
る
き
方
6



　
友
色
に
よ
り
多
く
接
近
し
來
る
。
第
五
圖
は
此
事
實
を
圏
示
す
る
竜
の
な
ウ
。

　
ラ

　
四
雨
眼
裏
せ
ら
る
㌧
無
調
色
の
性
質
及
び
加
硫
が
互
に
類
似
す
れ
ば
す
る
程
融
合
を
生
じ
や
す

　
r
、

　
く
、
古
注
ハ
合
成
果
は
諮
問
の
性
質
及
び
強
度
に
近
し
。
　
之
に
反
し
て
南
面
眼
視
印
象
が
性
質
及
び

　
張
度
に
於
て
相
違
す
れ
ば
す
る
程
、
眼
野
闘
箏
を
生
じ
や
す
く
、
其
合
成
果
は
明
る
き
方
の
印
象
に

　
接
魅
し
叢
る
。
雨
印
象
の
差
異
或
度
以
上
な
る
と
き
は
、
一
方
の
印
象
が
卓
越
し
て
爾
眼
麗
的
結

　
果
は
卓
越
す
る
印
象
そ
の
ま
＼
に
近
き
こ
と
あ
う
へ
註
一
＝
・
）
。

　
ラ

　
五
国
⑦
旨
薦
の
爾
眼
網
膜
補
足
配
當
法
則
は
醗
垂
に
形
式
的
㎝
魯
Φ
彰
即
募
◎
げ
に
し
て
、
事
實
と
多
少
の

　
相
異
あ
る
を
認
め
ぎ
る
可
、
ら
ず
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．

　
註
一
　
国
傷
。
ピ
琴
犀
「
臣
げ
ぽ
昌
年
黛
■
琶
纂
げ
・
｝
）
げ
懐
・
9
・
傘
鶏
。
冨
・
¢
譲
Φ
騎
。
げ
』
・
勇
奮
・
ゆ
臼
ぐ
｛
μ
。
o
露
）
こ
ロ
．
松
Φ
・

　
畿
二
　
H
ぴ
猿
’
o
o
曾
戯
。
。
O
・

　
註
三
　
H
げ
監
・
o
D
●
麟
器
り

　
註
四
圃
げ
詰
・
の
・
魅
b
D
・

　
註
五
　
H
ぽ
9
ω
．
貼
こ
Q
同
・

　
註
六
　
H
げ
達
●
o
q
◎
A
。
。
⊆
。
・

　
註
七
　
謬
峯
●
　
o
e
’
み
G
σ
↑
・

鞠
離
鴛
難
ポ
。
％
緯
、
。
鶏
陸
嘱
．
，
。
ヅ
C
噂
、
磨
（
H
．
。
刈
、
b
）
鉾
劔
。
錘
喝
。
掌
α
α
参
塁
　
　
　
．
　
　
　
　
ひ

　
　
　
　
　
黒
白
系
統
の
爾
限
麗
現
蘇
に
つ
き
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
穴
セ
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誰
「
○b

霞
び
Φ
み

り
。を

引
用
す
れ
・
ば
、
右
の
表
κ
由
れ
ば
外
部
光
度
大
な
れ
ば
粗
な
る
程
、
趣
小
謡
の
位
置
は
低
く
且
そ
の
三
園

は
擬
大
せ
ち
．
る
エ
電
の
蕊
如
し
。

　
　
　
　
　
層
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝

　
　
哲
．
　
攣
　
　
研
一
　
兜
．
　
　
餓
剛
　
一
二
　
十
　
岡
［
．
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
ハ
八
．

伺
え
。
　
、
0
2
．
目
盛
口
5
0
礎
0
2
島
窪
U
齢
影
窪
二
日
臼
毛
冨
釦
O
扇
げ
。
罫
口
ぼ
q
幽
魯
く
¢
屋
澤
。
ゴ
⑦
乞
急
露
｝
灘
2
弩
。
げ
げ
一
己
。
』
o
坤
§
》
o
o
げ
葺
巨
ヨ
㎞
σ
身
O
E
…
静
洋
・
財
H
鉾
づ
犀
欝
鐸
昌

昌
け
”
〈
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